
 

 

 

こども医療福祉センターでの作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

地震避難訓練に取り組みました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
諫早東特別支援学校 学校だより 第１１号 （令和５年１２月８日発行）              

東っ子通信 

う 

 

E：笑顔の自分を探そう 

A：安心安全な学校  

S：信じよう！！自分の可能性  

T：互いを認め合い共に学び合う仲間たち 

 

本校では、児童生徒が図工や美術で制作した作品や、

国語で書いた作文や詩などを廊下に展示しています。 

作品は、例えば、色彩が鮮やかなもの、アイデアが満載

のもの、技や表現が巧みなもの・・・・・など様々ですが、

先生たちもよく足を止めて、児童生徒の力作をじっくり

と見入っている姿を見かけます。先生たちからは「すご

いね」「おもしろいね」などの言葉が聞かれたり、思わず

笑顔になったりと、気持ちが自然と和やかになっている

ように感じられます。 

本校では、毎年冬には、諫早市立諫早図書館で作品展

を催しています。また、ホームページにも「ひがしっこ美

術館」のページを設けて児童生徒の作品を広く公開して

います。このような取組に加え、児童生徒の作品を多く

の皆様に鑑賞いただき、本校のことを知ってい頂く機会

を求めて、隣接する県立こども医療福祉センターに作品

展示をお願いしましたところ、展示スペースを快く提供

してくださいました。 

今後、常設展示も検討していただけるとのことで、本

校の児童生徒の作品を多くの皆さんに見ていただけると

思うと嬉しさでいっぱいです。また、センターに来院さ

れた皆様が、児童生徒の作品で、和やかな気持ちになっ

ていただければ、児童生徒にとっても大きな励みになる

と思います。ぜひ御鑑賞いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月９日（木）に地震避難訓練を行いました。 

９時５５分頃、訓練用の緊急地震速報が鳴ると、すぐに 

机の下に身を隠したり、その場で頭を守ったりしながら自

分の身を守る姿勢をとることができました。 

 避難指示の放送後は、「お・は・し・も」を守って避難す

ることができました。また、今回は、落下物や負傷者を想

定して、救助訓練も合わせて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に地震が発生したら、想定外のこともたくさん起き

るのではないかと思います。例えば大きな揺れが起きたと

きに、ただ机の下に身を隠すのではなく、どのような姿勢

をとれば揺れに耐えながら自分の身を守ることができる

か、火災が発生したらどうすればよいかなど、自分で考え

て行動ができるように、今後も防災学習に継続して取り組

んでいきたいと思います。１２月１日の防災学習日には、

反省を踏まえて、机の下に身を隠して揺れに耐えるには、

どのように机の脚を持つかを考え学ぶ生徒の姿がありまし

た。生徒の様子を見ていて、机の形状によっては脚を持ち

にくい机もあるということに気づかされました。 

本校では訓練実施後、すぐに職員へのアンケートを行い、

気づきや意見をもとに、担当者が緊急時対応マニュアルの

改善と周知徹底に取り組んでいます。これからも安心安全

な学校づくりを推進していきます。 

 

 

 

※東っ子通信はホームページでも御覧いただけます。 
 

“ E 笑顔の自分を探そう ” 

 

“ A 安心安全な学校 ” 

 

 

  
「地震だ。机の下へ」     「大丈夫ですか。担架を」 


